
 

令和６年度 第５回海老名市子ども・子育て会議結果 

 

審 議 会 等 名 令和６年度 第５回海老名市子ども・子育て会議 

開 催 日 時 令和６年１月 29日（水）10時から 11時まで  

場 所 えびなこどもセンター２階 201会議室 

出 席 者 

子ども・子育て会議委員 13名 

中尾 隆徳 委員長、石井 友紀 副委員長、水上 信一 委員、 

井上 友美 委員、富樫 大郎 委員、北川 絵理 委員、高橋 理愛 委員、

米山 珠枝 委員、林 まち子 委員、大河原 雄亮 委員、 

安田 洋司 委員、小針 真理子 委員、山﨑 奈菜 委員 

（欠席者２名：鍵渡 正徳 委員、北村 智美 委員） 

 

海老名市 

保健福祉部次長（子育て担当） 奥田 ともみ 

こども育成課長 本木 大一 

こども政策係長 河野 静江こども政策係主任主事 三橋 一輝 

子育て相談課長 藤本 理恵 

障がい福祉課長 石黒 和彦 

保育・幼稚園課長 尾内 速斗 

就学支援課長 山田 圭 

教育支援課長 麻生 仁 

学び支援課長 松本 晃子 

傍 聴 人 数 ３名 

公 開 の 可 否 ☑公開 □一部非公開 □非公開 

一部非公開・非

公 開 の 理 由 
 

議 題 

 (１) 特定教育・保育施設の定員設定について（保育・幼稚園課） 

 (２) 大人版及びこども版パブリック・コメントの結果報告 

 (３) 海老名こども計画(第３期子ども・子育て支援事業計画)素案ついて 

 (４) 海老名こども計画(第３期子ども・子育て支援事業計画）策定に向け

た答申 

資 料 

(１) 次第 

(２) 子ども・子育て会議委員名簿 

(３) （資料１）特定教育・保育施設の定員設定について 

(４) （資料２）おとなのパブコメ集計表 

(５) （資料３）こどものパブコメ集計表 

 

  



〇会議の内容 

１ 開会  

【事務局】 本日はお忙しい中、ご出席いただきまして、ありがとうございます。た

だいまより、令和６年度第５回 海老名市子ども・子育て会議を開催いたし

ます。 

それでは、次第に沿って議題に移らせていただきたいと思います。 

２ 議題  

【委員長 

】 

本日の議題は４件です。議題１の「特定教育・保育施設の定員設定」に

ついて、事務局から説明をお願いします。 

【事務局】 （資料１）に基づき、「特定教育・保育施設の定員設定について」説明 

【委員長】 ご意見・ご質問がないようですので、審議に移ります。「特定教育・保

育施設の定員設定」について、事務局説明のとおり了承することでよろし

いでしょうか。 

【委 員】 《異議なし》 

【委員長】 それでは、了承することといたします。 

【委員長】 続いて、議題２の「大人版及びこども版パブリック・コメントの結果報

告」について、事務局から説明をお願いします。 

【事務局】 （資料２）及び（資料３）に基づき、「大人版及びこども版パブリック・

コメントの結果報告」説明 

【委員Ａ】 こども版のパブリック・コメント６番目「男子トイレの中まで見えづら

いように」というのはそのとおりだと思った。むしろ、こども達の方がと

ても理解していて、私たちが寄り添って中で深く受け止めないといけない

なと感じました。 

また、とても嬉しかったのが、海老名市は、都市部と自然豊かな差があ

るところが、こども達も感じてくれていることがとても嬉しく感じまし

た。自然と融合された都市計画などが今後聞けたら良いなと思います。 

【委員Ｂ】 高校生の子が親だけではなくこども達も支えてくれるというのは、良い

ことだと受けてくれているのが、とても良かったです。 

今、学童保育の中でも、様々なケアができないかということを議題とし

て挙がっているところです。こどもの健康を保つためには、こどもと併せ

て大人もケアをしていき、一緒に健康になっていく必要があると思いまし

た。 

【委員Ｃ】 【私道の防災対策等へのご意見】 

【事務局】 今回パブリック・コメントを元に様々なご感想・ご意見をいただき誠に

ありがとうございます。今回いただいたものを所管課等に情報共有させて

いただきます。 

【委員長】 その他にご意見・ご感想等がないようですので次の議題に移らせていた

だきます。 

【委員長】 続いて、議題３の「海老名こども計画(第３期子ども・子育て支援事業計

画)素案」については、私からお話させていただきます。 

【委員長】 前回の会議から、年末年始を挟んで２か月程時間があり、素案を読み込

んでいただいたことかと思われます。 



 本日は計画策定前の最後の会議であり、この後、自由にご意見を述べて

もらいたいと考えていますが、今年度だけでも４回もの会議で審議を積み

上げて進めてきた計画の素案であります。 

 ４月で辞められた委員の方を含め、多くの方々のご尽力が形になった計

画であり、改めてのご意見というのも申し訳ない部分もございますので、

ここまで関わってきた過程を踏まえたうえで、皆様からのご感想なども頂

戴できればと思います。 

【委員Ｄ】 概要版ですが、障がい者の方のイラストを追加で入れれるのはいかがで

しょうか。 

【事務局】  貴重なご意見ありがとうございます。事務局にて研究させていただきま

す。 

【委員Ａ】 「量の見込み」いう言葉だが、知っていると理解できるが、知らないと

理解が難しい言葉となっているため、わかりやすい言葉に言い換えたりす

ることはできないだろうか。 

【事務局】  貴重なご意見ありがとうございます。「量の見込み」については計画

本編 56ページや概要版７ページに説明を入れております。用語自体は法律

にて規定されている言葉となっておりますが、ご意見として頂戴し上位官

庁と調整し研究してまいります。 

【副委員長】 概要版の中にプログラミング教育等が上げられているが、それだけをや

っているわけではないので調整いただければと思います。 

【事務局】 教育部と調整してまいります。 

【委員Ｂ】 【学童への更なる処遇改善の要望】 

【委員長】 他にありませんか。本議題は、議題４の「答申」につながるものであり

ますが、以上で終了することとしてよろしいでしょうか。 

【委員長】 無いようですので、審議に移ります。「海老名こども計画（第３期子ど

も・子育て支援事業計画）素案ついて」について事務局の説明及び一部文

中の文言については正副委員長にご一任いただく形でよろしいでしょう

か。 

【委 員】 《異議なし》 

【委員長】 それでは、了承することといたします。 

【委員長】 続いて、議題４の「海老名こども計画（第３期子ども・子育て支援事業

計画）策定に向けた答申」についてございます。 

前回会議の場において、子ども・子育て会議として市長から諮問を受けて

いるため、答申という形をもって、我々の意見を提出することになりま

す。答申書のなかに、議論していただいた皆様からのご意見を記載してい

きます。 

海老名市が都市化していく中、実施していくのが今回の計画となりま

す。さらに街の姿は変わっていきますので、計画作って終わりではなくブ

ラッシュアップしていき進めていけたらと思います。 

その些細な修正等については、正副委員長の一任とさせていただきたい

と思いますが、異議はございませんか。 



【委 員】 《異議なし》 

【委員長】 それでは、了承することといたします。 

【委員長】 以上で、すべての資料について了承いただきましたので、本日の議題は終

了となりました。事務局へ会の進行をお返しします。 

４ その他  

【事務局】 それでは、４その他に移ります。 

今回は、市から提案・報告事項等ございませんが、その他各委員から何

かございますか。 

【委 員】 《特になし》 

【事務局】 最後に副委員長から何かありますか。 

【副委員長】 皆様お疲れ様でした。パブリック・コメントにこんなにたくさん回答が

来ることが本当に驚きでした。そしてこども達からの回答がたくさんあっ

て海老名市が好きだというのは本当にうれしかったです。 

これから、担当の皆様はこの計画に沿って進めていくことになると思い

ますが、こども達のよりよい未来のために進んでいければ良いなと思いま

す。 

先ほどから、こども健康は大人の健康からという話がでていますが、皆

様もお体に気を付けて過ごしていただければと思います。 

 本日はお疲れ様でした。 

 

５ 閉会 

【事務局】 本日は、会議にご出席いただきありがとうございました。また、この１

年間、皆様の多大なるご協力や貴重なご意見等をいただき誠にありがとう

ございました。 

今回の会議をもって、答申まで進むことができましたので、次回会議に

ついては、白紙としております。もし、３月会議が必要であれば集まるよ

うに調整していきたいと考えています。庁内でも次回案件の調整をさせて

いただきたいと思います。 

本会議では、委員の皆様の意見がとても活発で助かっているところでご

ざいます。こどもが育つためには大人が健康でなければいけないというの

はお話が合ったとおりでございます。 

今回の計画は、作って終わりではなくブラッシュアップをしていき市政

に取り組んでいきたいと思いますので、今後もよろしくお願いします。 

 


